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2026 年９月 28 日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 Ｅ Ｍ シ ス テ ム ズ 

     （登記上の商号 株式会社イーエムシステムズ） 

代表者名 代表取締役社長執行役員 國光 宏昌 

     （コード番号 ４８２０ 東証プライム） 

問合せ先 上席執行役員経営戦略本部長  小林 大悟 

     （ＴＥＬ ０６－６３９７－１８８８） 

 

調剤システム事業における 

グループ共通の製品開発プロジェクトの開始に関するお知らせ 

株式会社 EM システムズ（本社：大阪市淀川区、代表取締役社長執行役員：國光 宏昌、以下「当社」）

は、当社グループの調剤システム事業を担う４社（当社、株式会社グッドサイクルシステム、株式会社ユ

ニケソフトウェアリサーチ、株式会社プレカル（以下、総称して「当社調剤グループ」））を横断する製

品開発プロジェクトを開始いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

１．背景と目的 

当社グループは、「デジタルで日本の医療・介護の現場を支える会社」をパーパスに掲げ、薬局向けシ

ステムの提供を通じて、薬剤師の業務負荷軽減と、その先にある患者様への服薬指導の質の向上に取り組

んでおります。 

薬局を取り巻く環境は、「医療 DX 令和ビジョン 2030」に基づく電子処方箋やパブリッククラウド連

携等のシステム要件の高度化、調剤報酬改定への対応、人手不足のもとでの業務効率化の要請など、大き

く変化しております。それに伴い、薬局のニーズは多様化しており、システムに求められる要件の幅はこ

れまで以上に広がっていると認識しております。 

当社グループは、2023 年以降、電子薬歴に強みを持つ株式会社グッドサイクルシステム、調剤システ

ムを提供する株式会社ユニケソフトウェアリサーチ、処方箋入力代行サービスを提供する株式会社プレカ

ルをグループに迎え、調剤領域における製品・サービスのラインナップを拡充してまいりました。一方で、

各社がそれぞれの強みを活かして開発を進める中で、より迅速に環境の変化やお客様のニーズの変化に応

えるため、当社調剤グループの技術を結集していく必要があると認識しております。 

こうした状況を踏まえ、当社は、ご利用中のお客様への安定的なサービス提供と機能拡張を継続しつつ、

これまで掲げてきた「グループ一体となった製品開発の推進」を具体化するため、４社横断の共通の製品

開発プロジェクトを開始いたしました。 
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２．今後の展望 

本プロジェクトでは、既存製品の着実な保守・進化を図りながら、当社調剤グループ各社の技術資産を

結集し以下の取り組みを加速させてまいります。 

① 国が求める標準化への迅速な対応 

共通算定モジュールや標準仕様への準拠など、目まぐるしい変化に対して、お客様が安心して運用を継

続できる基盤を整備いたします。 

② 次世代ハイブリッド型システムの構築 

オンプレミスの安定性とクラウドの柔軟性を融合させた次世代型機能の開発を進め、より強固で利便性

の高いシステム環境を提供いたします。 

③ AI 技術による実務支援の拡充 

最新の AI 研究を製品に反映し、事務作業の自動化や調剤支援など、現場の負担軽減に直結する機能開

発を加速させてまいります。 

これにより、様々なお客様のニーズにお応えできる製品体系の実現を目指します。 

本プロジェクトの進捗につきましては、決算説明等の機会を通じて、適宜お知らせしてまいります。 

 

３．今後の見通し 

本プロジェクトが当期業績に与える影響は軽微であると判断しております。今後、開示すべき事項が生

じた場合には速やかに開示いたします。 

以上 


